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　Asystem 　was 　developed　for　effective 　collection 　and 　 reference 　to　the　increasing　informa ・

tion　on　 adverse 　 reactions 　to　drugs　used 　in　the　hospita1．　 Adverse 　reaction 　data　co皿ected

from　the 　package 　inserts　and 　those 　from 　 other 　documents 　were 　fed　 separately 　to　a　
com −

puter　and 　sorted 　out 　by　name 　and 　therapeutic　category 　of 　drugs，　after 　new 　or 　supplemen
・

t。，y　i。f。・m ・ti・・ w ・・ add ・d．　 Th・ tw ・ 9 ・・ up ・ ・f　d・t・ were 　 f・・th・・ p・・cessed 　f・ 「 「apid

reference 　to　the　information　on 　adverse 　 reactions 　such 　as 　frequency　 of　occurrence ．　 trea−

tment 　 and 　Iiterature．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め 　 に

　当院 に お い て は従来 よ り，DI 業務 の一環として 副作

用情報 の 処理 に 際 し，索引カ
ードの 作製に よ る間接的7

ア イ リ ソ グ法を実施 して き た が，情報源 と し て の 添付文

書 の 頻回 に わた る改訂と，作成 した カ
ード資料 の 増大等

に と もない ，フ ァ イ リソ グ及び検索 の 点 に 関 し，種 々 再検

討の 結果，前報 1）に 続ぎ，同 じ処理法に よ る院内採用医

薬品副作用 リス トの 作成を 試み た の で こ こ に 報告す る ．

1． 従来の 副 作 用 情報処理 法の 問題点

　DI 業務に おけ る情報の 収集整理 の うち，副作用情報

に 関 して は ， DI 係の 統括下で さ らに特定 の 薬局員に こ

れを担当せ しめ ，情報の 収集，各種資料 の 作成，院内に

お ける伝達 ， 検索方法等に つ い て図 1 に 示す方法で そ の

処理 を行 っ て きた．

　一
般に 副作用情報を収集整理す る に 際し，こ れを大別

す る と，1つ は 添付文書の 使用上 の 注意 に 記 さ れて い る 副

＊1DI
業 務の EDPS 化 （第 2 報），日本 薬学 会 第96年会

　 （名古屋 ， 1976年 4 月） で 発 表．
＊2 ’3 広島県安芸郡府中町青崎南15−20 ；15−20，

Aosa −

　 kiminami ，　 Fuchucho ，　Aki −gun ，
　 Hiroshima ，735

　 Japan

作用，並び icta床雑誌をは じめ ， そ の他 の 資料 に み られ

る よ うな 個 々 の 医薬品の 使用経験に 基づ く報告情報 と ，

他の 1 つ は 医薬品 の 副作用 に 関す る専門書，また は各種

の 臨床雑誌 ， 薬学領域の雑誌等に掲載 さ れ る副作用 の ま

とめ られ た情報 （例 えば薬効別 ， 副作用症状別 の一覧表

な ど） との 2 つ の タ イ プ がみ られ る．

　こ の うち ， 前者の 情報整理 に 関 して は ， 個 々 の 医薬品

毎 に 文献 カ
ードに 記入 し，さ らに 薬品名ア ル フ ァ

ベ
ッ ト

順に フ ァ イ ル し ，
こ れ を資料 1 と した．後者の 資料は ，

副作用 に 関 し種 々 の 観点か らの 検索に 適して い る が ， そ

の 整理 に つ い て ，副作用専門書 は なん ら情報 の 加工 処理

を行 うこ とな く，そ の ま ま利用す る もの で あ り，こ れを

資料 2 とし，一方各種雜誌等の 資料 に まとめ られ た 副作

用につ い て は ， その 分類内容別 に 複写 し ，
フ ァ イ ル を作

成 し，こ れ を資料 3 とした ．こ の よ うに して 副作用情報

の 整備 に つ とめ て きた ．副作用 の 情報検索 に 関 して は，

調査内容 に 応 じ，資料 1〜3 よ り選択し．フ ォ ロ
ー

す る

仕組で 多くの 成果 を 挙げて きた ．しか し次 々 と増加 し続

け る情報洪水 に 対 し，特 に カ
ードの 作製 とそ の 整理 に要

す る時間 ， 労力，資料の 保管等 の 問題 ，さ らに 日常の D

I業務 の 中で最も多くを 占め て い る副作用情報 の 調査 お
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副　 作 　 用

情 　 報

　 個 々 の 医 薬 品 に

　 　 閏 す る もの

〔添II．文書
・
臨床誌・

その 他）

ヒ’
燭

資料 1

特集的 ：藻 効 別 ・・1ト1状 別）

丶

資料 2 ← 一

に 圭 ヒめ た もの

1

、「、

算

，

爾

資 料 3

図 L 副 作用 情報 の 処 理

よび資料の 提供 に 際 し，こ れ ら異 な っ た タ イ プ の 各資料

か らの 検索効率 の 悪 さ な ど，種 々 の 闇題 が生 じて ぎた．

そ こ で こ れ らの 諸点 に対応 した 従来 よ りもっ と効率の よ

い 資料 の 整理，作成，検索の 方法 に つ い て 種 々 検討 を 加

え，少くと も院内採用医薬品に 関 して は，各 医 薬品 毎

に ，さ らに副作用 の 症状分類毎 に まとめ ，報告資料名等

を も一覧 で きる副作用 リ ス トの 作成 の 必 要性 を 感 じた．

さ らに 将来 の メ ソ テ ナ ソ ス の 点を も考慮 し，前報
D

の 手

法を 用い そ の 作成を試み た．

2． 作成方法

2−1 用語 マ ニ ュア ル イ ン デ ッ ク ス の 作成

　現在 ， 副作用 の 症状分類 お よ
’
び 用語に 閼 して基準とな

る資料が な い た め ，約束事項として ， ま ず最初 に こ れ ら

の 収 集 分類，コ
ーデ ィ ソ グ と，こ れに 関す る マ ニ

ュ ァ

ル ィ ン デ ッ ク ス を ， 図 2 に 示すフ ロ ー
に 従 っ て コ ソ ピ ュ

ータ ー
に よ り作成 した ．

回 丶

Eヨノ

哥胙 用 用語

扠集
→

分 類

コ
ーディ ング

→ 　カ ードパ ンチ 一 一 一 団
図 2．副 作 用 用 語 マ ニ

ュ ア ル リ ス トの 作 成 （シ ス テ ム フ ロ ー）

A

　すなわ ち，添付文書お よ び 国内臨 床 雑 誌 よ り副作用 に

関する用語を拾い 集め ，独 自1こ こ れを発生部位 ， 発生機

序等，概念の 階層関係に 従 っ て，大，中，小 に 分類 し，
こ れ らに コ ーデ ィ ン グを 行い ，こ の デー

タ を カ
ード処理

に よ り コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に 入 力 し，五 十音順 ， 分類 コ
ー

ド

順に ソ ートし， 用語 マ ニ
ュ ア ル イ ソ デ ッ ク ス と し て ア ウ

トプ ッ トし，これ を以後 の データ の 入 力資料 と して 利用

した．

　副作用用語の 分類お よび コ ーデ ィ ソ グに 関 して は ，表
ハ
’

1 の ご と く， A か らZ ま で の 英字
一
宇 を もっ て 大分類 と

し （表 1で は ，H ：血液 お よび 造血器系障害），次 に こ

の 芙字
一
字と数字一字で中分類 （ft　1 で は ，　H　1 ：貧血 ），

表 1．用語 の 分類 と コ ーデ ィ ソ グ例

分類 タイ トル 　　　　
：

コ
ー

ド　｝

大 分 類 血液及 び 造血 器系障書 ，「H　 　 l

中分類 貧血　　　　　　　 1
．H亅

小分類 悪 性 貧 血 HIO◎1

さ らに 下 3桁 の 数字を加 え小分類 （表 ユで は，H1001 ：
「

悪性貧血） として コ ード化 した ．

　次に 実際に コ
ー

ド順 に ソ ートし ， ア ウ トプ ッ トされ た

N 工工
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（

大分類，H の 項の マ ニ
ュ ア ル イ ン デ ッ ク ス の 1例を表 2

に 示す．大分類，中分類 に は ， それぞれ特有の ア ン ダー

表 2．副作 用 用 語 マ ニ
ュ ア ル リ ス ト

H

囲争

嗣 OOl
輔100Z
剛 003
輔¶oo ら

剛 oo5
断 oo6
瞬？oo7
睥¶oo8
凶1009
鱈1010

岡1011

瞬2

，ツ1◎　2ヨヒ
・
　 ソ

臓
ウケツ争ケイ　シ∋うカ

◎
イ

6 翩 豊 鱈 8 鄲 ● ● 鯛 9 纂 菖3 富鳴 8 脚 翼 ● 瑚 辱 霧 四 鱈 ■■

しコケツ

P クセイ　ヒ冫ケツ

，ヨセやが 9 ユウセで　し， ケツ

，イ璽イ，ノウ讐イ　しン，ツ

，イセイフリ9ウセイ　ヒコ，ツ
SJ 賢

ユウシ9ウ　ヒンケツ
tJ “

コメンエ9tイ　9ウ，リセイ　ヒ，rツ

屮ツ　ケヲ8 ・ウセイ　じン，ツ

ノウし，，ツヨウ　：9 ウJt
■
ヨウ

9ウ ，ツセイ　ヒ）ケツ

■1ウツカ
鴨
　fで8

・
ウ聖イ　ヒンケツ

ノウ　t）ツツ

tツ，，■tO ・VJ芦　lo ・
一一一聯一〇，鱒 電閣 亂一

H？oos 　　 ■ヨt■励
噺ne シ∋ケ

腿2eo 置　　 セツ7v や1 ウ rv ，bS ウ

■寧覇　　■帥　　呷■」　 岬 鬪r 　■■♪　一 ・■脚膨　燭■脚　暉幽 ■ 齢
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ラ イ ソ を付して い る．現在 こ の V ニ
ュ ア ル イ ソ デ ッ ク ス

に 収載した 用語は 1400を超え て い る．

2−2 情報 の 収集 と整理

　個 々 の 医薬品 の 副作用情報の デー
タ収集は，図 3に 示

す ご と く，添付文書記載の もの と，雑誌等の 各種文献に

報 告 され た もの とに わ け て，ハ ン ド処 理 に よ りこ れ を 行

っ た ．

　　　　　　　　　　　　　　
一

添付文書記載
個 々 の 医薬品の 副作用情報一

　　　　　　　　　　　　　　 ：
一

各種文献 に 報 告 さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 れ た 副 作 用

　　 添付文書 ： 副 作用，発 生 頻度，投与条件，措置

　　 各 種 文 献 ： 副 作 用 ，文献名

　　　　そ れ ぞれ の 記 入 用 紙 に 上 記 事項 を詔 入 す る

　　　　　　　図 3．情 報の 収 集 と整 理

1『添付文書か らは，薬品名，改訂年月，副作用，発生頻

度，投与条件，措置等を，文献類 か らは ，薬品名，副作

用，文献名を ，そ れ ぞ れ 規定 の 用紙に 記入 す る．各 々 の

用紙は 図 4，5 に 示 す．

品　 乃 墾弓　 　5

品 ゐ コード
’

5　　7 δ 9 に‘」幽ユ
書疏 ∫鵜
　 」1 」ら15，亂作用 〕

一
ド

　 1‘　 　．hl ド　 　．92G覯鶲　 ユ」 劃 作 用

ネオ マ イゾ ン N ε 2q2o ［ 「 ヨ e4H11
．

2　7 引「
、1 H3

．
GIO 「

1217

食血 　一一＿．＿一
黝 嚇 瀞 症

4o σ 13
己

2　7 血 眠 助 症 ‘轍 ｝

1 3c1q3i7 末柏　 経 灸　　 ．．．冒冒一．
1

匸 1old22 姶 戛 1胃
L

［ E 「 0　132a □匱［庄

1 E1 パ 02ト q23 ・
叡 不振

．
1　　　　　 ．

i
．

「
一

1E 卜弊
L …」　ら…〔　2

、4218
を「菖

貴講
」
［是徳一一一 一一 一

胃 漉．．　「　−
I　 　 I L

し
則 ⊆i2222ra下 痢

己 」ユcl422 鴨

E≡
1　 ↑

臼
1
’

r［G ．5 鱈

軟 便

壓 れ

腹 蒲

一．
E

↑
「iO452a ．

2

＆

δ

aE11
　 ic．
4 ．6 腹部膨 罐 ：

E2clc 　526 ロ内交

E2IO 　I1δ 26 舌 交

A3o
．
062 δ ロ 渇

L21q7 過 敏 症状

會 2o 一34 「 睾嬢 焔

図 4．能書記載副 作用 記 入 用 紙

　添付文害の 使用上の 注意 に 記載 さ れて い る副作用は ，

先 に作成 した 用語マ ニ
ュ ア ル に 従 い ， その コ ード番号を

記入 す る，次 に 発生頻度に つ い て は ，表 3 に 示 す ご と

く，こ れを 5 つ の 概念に 分類
．
し，1か ら 5 まで の コ

ー
ド

設定を行 っ た ．

　各 コ ー ドを イ ソ プ ッ トす る こ とに よ り，実際の リ ス ト

に は ，＞5 ％〜フ メ イ ， トキ ニ ，マ レ ＝
， の ご と くア ウ

トプ ッ トされ る よ うに ，また投与条件そ の 他 に つ い て も，

表 4 に 示 す ご と く，こ れ を 8 つ の 概念 に 分類 コ
ーデ ィ ン

グ し，リス トに は カ ラ ム 数の 関係で そ れ ぞ れ各様 の 符号

N 工工
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表 3．副作用 発生頻度の 分類 と コ ーデ ィ ン グ

項　　目 mput 　　out 　put

表 4．投与条件 あ るい は そ の 他の 条件

　　　の 概念分類 と コ ーデ rtソ グ

　5 ％以 上 　　　　　　　　　　　　1 ＞5％〜フ メ イ

　 （あ るい は発生頻度 に 明確な根拠の ない もの ）

　0．1％以 上 5 ％未 満 　　　　　　　 2　　ト キ・・

　0．1％未満　　　　　　　　　　　　3　 マ レ ＝

国内で 報告 きれ て い な い 副作用 の 表現 4 ホ ウ コ ク ア リ

国内 外 で 報告 され て い ない が 類似化合 5 オ ソ レ ア リ

　物 で 報告 され て い る副作用 の 表現

項 　　目 mput 　 out 　 put

で ア ウ トプ ッ トさ れ る よ うに プ Pt グ ラ ミ ン グ を 行 っ た ．

　文献情報に 関して は 図 5 に示す用紙に記入するが，副

作用 は先 の マ ニ
ュ ア ル に基づ くコ ードを，文献名は 図 5

下段 に 示 す 文献 名 コ ー
テ ィ ン グ マ ニ

ュ ア ル に基 づ きそ の

長期 又 は連 用投 与

過量又は 大量投与

長期過量 ・大量 連 用

過 敏症 又 は ア レ ル ギ P 症 状

シ u ツ ク 症 状

離脱 症 状

投与 中止

減量 又 は 投与中止

1　 　 　 ＊

2　 　　 ＊　 ＊

3　 　 ＊　 ＊　 ＊

4　　 ＃
5　　 ＃＃
6　　＃＃＃
7　　 STP
8　　 G 。S

コ ードを記 入す る．

文 献 名 は 4 桁 の コ ードか ら成 る．すな わ ち ， 最初の 英

文献副作用記入用紙

［ifitm ［童 コ 一
徽 亀イン

“
　
り亀 口

｛

（EX⊃
　
ロど7…◎⊥G…

” T．　
一一s理 Nα

　　　月刊薬事　｛Gekkon　yokuji⊃

1，一一一　一般雑誌

2 −一一
　メーカ

ー
槻閲誌

5．∴ 一新聞

4．一。一メ ーカ ー
資料

5，一，一副作 用に閲す る専門書

9，’一凾その 他

図　　5

字は文献名 の 頭文字，次 の 数字は文献 の 種類 ， 下 2桁 の

数字は整理 番号 と して い る．な お，こ の マ ニ
ュ ア ル は

JAPIC の 発刊す る Weekly の CONTENTS を主体 に して

約 210 の 文献名を と りあげ，ハン ド処理 に よ り作成 した．

　 こ の よ うに して記入 した 用紙は，その デ ータ を カ
ード

に パ ン チ した 後，コ ク ヨ B5 の フ ア イ ル を用い
， 薬品名

50音順 に フ ア イ ル し ， そ の 後の 追加情報 の 記入，文献の

検索等 に別途利用 して い る．

2−3　コ ン ピ ュ
ータ ー

に よ る院内採用医薬 品 副作用 リス

ト作成 の シ ス テ ム フ ロ
ー

　調査集収した副作用 の デ ータ を コ ン ピ ュ
ータ ー

に 入 力

し，こ れを ア ウ トプ ッ トさせ る シ ス テ ム フ P 一
を図 6 に ．

示す．

　すなわち，添付文書及びその 他の 資料よ りの副作用に

関す る諸情報を ， 既に 定め た 用語 ・文献名 ・そ の 他 の 各

種 マ ニ
ュ ア ル に 従い ，その コ ード を 規定 の 用紙に 記 入

し ， そ の デー
タ をさ らに カードに 打ち込 ん で コ ソ ピ ュ

ー

タ
ー

に 入 力 し，一
た ん こ れを デ ィ ス ク に フ ァ イル し，こ

れ よ りマ ス タ ーテ ープ を作成 し，これを蓄積情報 とす

る．そ の 後の 改訂 ， 新規 の 情報 は 同様の 方医で 入 力 し，

その デ ィ ス ク と先の マ ス タ
ー

テ H ・プ との 間
．
で更新 処 理 を

行い ，最新情報磁気 テ ープ を 作成 し ， こ れ よ り薬 品 名

届
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各 楹 憎 朝　を

カ
ー

ドにバンチする

コ ン ピュ
ーター

宀

11 、

丶

、

、

、

文献 名

マ ニ ュ ア ル

用晒

マ ニ ュ アル

回
↓

最新情輾

MT

↓

画
↓

回
↓

回

 

当院採用癡

翻作用リス ト

↑・・

翻作用

各種 リス ト

図 6．コ ソ ピ
ュ
ータ ーに よ る 院内採用薬副作用 リ ス ト作成 の シ ス テ ム フ ロ

ー

順，薬効分 類 順 に ソ ート しそ れ ぞ れ の リス トを プ リン ト

ア ウ トす る．特に 前者 に つ い て は ト レ ーシ ン グ用紙 に打

出 し，こ れをゼ ロ
ッ ク ス に よ り印刷製本を行い ， 医師を

始め 院 内主 要部門 に 院 内採 用 医薬品 副作用 リ ス b と し て

配布 した ．本 シ ス テ ム に お け る 用語 の 収集 ， 分類 ，
コ ー

デ ィ ン グお よび 院内採用医薬品に 関す る諸 データ の 収

集，各用紙へ の 記入 ，デ ータ パ ン チ，リ ス トの フ it　
− V

ッ トに 関す る検討 等 に つ い て は ，当薬局員全員で 分担

し，
プ ロ グ ラ ミ ン グ 及び マ シ ン オ ペ レ ーシ ョ ン に つ い て

は ， 当院情報 セ ン ターの Medical　 System 　Engineer の

共同研究に よ り検討，作成された もの で あ る．

2−4　 リス ト の フ t 一マ
ッ ト

　次 に各薬品毎に ア ウ トプ ッ トされ る リス トの フ ォ
ーマ

ッ トを表5 に 示 す．

表 5．ア ウ ト プ ッ ト データ の フ ォ
ーマ

ッ ト

1）■→

興 　國 黝 分類コ
ー・

暑　甚　耗 ．うξ 蒡 　x 　￥ ￥ 　甚　葺

国 口 ， 圃 口 ，回 〔一 ，
， 國 n ，

能書改訂年 月 ｛　），

投与そ の他 大頒 1　 副作用 〔能書記載 ， 発生顛度 大分口 ，　 副作用 （能書記戟外 1 文献名

　 　 lA

　 l　 ヅツ ウ 》5％〜フ メ イ Al 　 狛 汐　　匹 GIO7 ，S501
芸

1
■　　 フ ミン

1　　 ミ カ ク イ ジョウ K501
■

　　　 ハ ツ ネツ1
ト キ＝ Bl 。 ． ナ，。 。 ， ウン ．

　 　 「

S501 ，GIO7 ←
畳 甚 暑 1　 ・．加 ウ・ンケ・ シ ・ ウ ガ イ マ レニ Dl 　 コね 脚 ン ナン S501

■
　　　 ガン メ ン ソ ワハウレ 1　 ・・イシゆ ン C203

El 　 ハ キケ 》5％ 〜 フ メ イ G ：　 ゲ。ケ 召 ジ．ウ

　　巳 K501

蒡

o　　 ベン ピ

ll

　　 ショ つ カ セ ィ カ イ ヨ ウ

》5％ 〜フメイ ，　 　 セ イ ヨ クゲ ン タ イ

：　 ，ウジ ． ウ。 ．キ、ウシ．ウガイ●

K501K5

α
■

」　　 コ ウナ イ ー ン マ レ ＝ Hl 　 ・ル 唖 ン ヒ 賀 YIO 』 6107 ，S501
G ・S

　 　 lF

　 ‘　 7 シユ 1　 キ．セキガキ．ウセ仕 ． ケ ツ
1

ho7

STPH ； ・ウケ・セ伴 ・ ケ・ 承ウ コ クアリ
1　 コ ウ サ ン キ ュウ ソ ウ タ
1 s50 畢

STP ，　　 ハ ンケ 7 キュウ ゲ ン シ ョ ウシ ョ ウ
「

ホ ウ コ クアリ Il 　 ジ ン 7 シン

　 　 ■
Rl 【4

STP r　　 ケ ツ シ ョウパン ゲ ン シ ョ ウシ ョ ウ

■

ホ ウコ ケア リ K　
l
　 タイジュウケンシ・ウ　　■ Klo3

1 寉　 ホ ッ シン トキニ 21

S τ PLl カ ビ ． シ。ウジ．ウ ：
　　 ，

Z　，　 ケイ レ ン イキチ ノ テ 仂

　 　 ，

オゾレ7 り ：

：

　各頁の 冒頭に 「副作用 リス ト」 と い うタ イ ト ル を 付

し，そ の 右に 頁数，次 の 行 に その 薬品名 ， 剤形 ， 薬効分

類番号 （病院医薬品集と共通），★印の ア ソ ダーラ イ ン
，

さ らに 次 の 行 に は 各医薬品に 定 め られ た 貯法 ， 有 効 期
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間，注射剤で あれば 面 の range ，浸透圧比，添 付文 書

改訂年月が 表示 され る．さ らに1そ の 次の 行 よ り副作用 に

関す る デー
タ が一定の 形式で 表示ざれ．る．す なわ ち リス

トの 左側半分 に は添付文書記載 の 情報，右側に は 文献 に

よ り報告収集 され た 情報 と に 分け て ，各頁 に 併記表示 さ

れ る．以下各々 に つ い て 説明する．

O 添付文書記載の 副作用清報

　それぞれ の 副作用 に つ い て は ，わ れ わ れ の 定め た 用語

分類 の 大分類毎に ま とめ ， フ ク サ ヨ ウ （ノ ウシ ヨ 　キ サ

イ） の タ イ トル の
．
下に 整理表示され，そ の 左側に は 投与

条件，措置等 を 各種 の 符号で ，又右側に は 発生頻度に つ

い て それぞれ の 言葉で 表示され る．すな わ ち本表矢印1）

の 部分 に つ い て は 7本剤長期大量連用 に よ b まれ に 末 梢

神経障害 （大分類 ；精神神経障害）が 表われ る」 と解読

す る．

○文献 よ り収 集 した 副作用情報

　こ れ ぱ添付文書に まだ記載されて い な い 副作用 の 情報

に つ い て ， 同 じ く症状分類 の 大分類毎に ま と め て 表 示

し，そ の 右側に は 報費の あ っ た 文献名を 3 つ まで コ ード

で ー し て い る．

　本表矢印2）の 部分に つ い て は 「本剤 に よ り眼 内圧 尢進

が み られた 」 そ の 報告資料として新薬 の 副作用 と 処 置

（専門 ：書）と月「r礫 事 （月刊誌） であ る と解読する．

　次に コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に よ り打出され た 実際の リ ス トの

一
頁 を表 6 に 示 す．

表 6．ア ゥ トゾ ッ ト データ の 実例

　
＋
　t　曹　　7　ク 　リ　）　ウ　　 リ　λ　卜　　竇　 t 　曹 ’PAGE ．261

N 匸照 ど S「」1・　　　　　　　　　　　 卩 6292011噺賣禽虐愈ナレ慎・’土野噛曹虞，忌曹凶山●“ 9 曹，噛’★★★颪査☆・ 倉

霈
驛
撫

餞
趣

フワ 鵬 1ウ

層
ン“
レ

レン ，tl ）

イわン

フシ）

岡
P？ ／Jl ］，

イ汲 ク

］o　）
“

） b コ

1、覧ン　ケ
．
）b

シヨウシ
曁

ヨ ウ

　 ノ ウ／J］　1／イテf＝lEt；ロ　らり｝…−
T

　マロゆ

　： l
　ii
　il

｝
匪

＿」

τ己［ n ：軍rs11 貿　6　　　　　　　　　　　　　　【　6 〜弓 〜012貢貲，ウ重　禽，貞ゆ脅費賞禽龠虞鳴t 賣鳶曹乢 賃 画貢曲費 曹， 暫 曹鳶 を 倉 愈“
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ 3闇1ウ＝｛） ？コウ 　　 ｝ 1う ⊃ ，　びh ン轟｛　 ）　 PH 鄭（ 三．5噌一4．の 　　，誹 ウFrJt＝（ o

．．9，

トウ コ 、ソ ノジ　　　　　　　　　　　フワ
冒1ヨ ウ　（ノウ シ 〕　等  イ） しコ ト

¶幽
フ7 ワ ヨワ　 〔！ウ シヨ　 桝 イが イ ｝ フ

卩
ン ，

、　　 1《 メマで　　　　　　　　．
　　s ↑P　 　 マツシ ヨ ウ貿 帥 ケィ エ3

　　　　　　　　 i尸ツ7　 シ ヨウシ
“
ヨ ウ

卜穿：

マレニ

マレ：

「ごEXT 醍 XT

ノつ シ ヨ　ゆ て
’it‘く Soロ　1 ］

ヨ
噺

　本表 は 薬品名 ア ル フ ァ ベ ッ ト順 リ ス トの 261頁，N の

項 ， ネ オ マ イ ゾ ン とネ オ マ イ ゾ ン G 注 の デー
タ の

一
部を

示 して い る．

　す なわ ち，行数 の 関係 で下段 ネ オ マ イ ゾ ン G 注に つ い

て の デー
タ 全部が 記載で きない の で ，−NEXT 一

の 記号を

最下行に入れ ， 情報が 次 の 頁 に続 くこ と を 意味 し て い

る．こ の よ うに して 院内採用薬 に 関して の 副作用惰報 を

す べ て 記載 ，現在約 750品 目 （剤形 ， 規格 の 異な る同
一

薬品に つ い て は一
部統一

），頁数 430 （両面印刷），サ イ

ズ は A4 横 サ イ ズ で あ る．

　　　　　　　　　考　　　 察

　本 リス トの 発刊に 際 して は 初版で あ っ
・tc関係上 ，特 に

副作用 の 用 語 及 び 分類に 関す る資料もなく，まず用語に

関す る マ ニ
ュ ア ル の 作成，個 々 の デー

タ に つ い て どの よ

うに して 収集整理するか ，イ ン プ ッ ト，ア ウ ト プ ッ トの

方法 等 に 関す る 検討等に 相当の 時間を費や した ，さ らに

こ の 間に も添付文書の 使用 上 の 注意の 記載方法 の 一
部 に

つ い て 変更がみ られ，また：，商品分類番号に つ い て も一部

変更が あっ た 等，デー
タ の 再三 の 修正 を行 うこ とを余儀

な くされ た た め で あ る．しか し ， こ の よ うに イ ン プ ッ ト

段 階 で 費 や した 時間 も ，
コ ソ ピ＝一タ ーの 持つ 大きな機
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能 の
一

つ で あ る 自動索引 （Automatic　lndexing） の 正

確，迅速 な る 編集， 作成能力に よ り，今後 の 情報整理 が

容易か つ 速や か に 行え ， 薬品毎 の 最新惰報が整理 され る

点等か ら考え る と，DI 臨床面に お い て利用 しやす く，

ま た，副作用 に 関 す る知識 の 整理 ， 向上 の 面 よ りそ の 発

刊 の 意義を 感 じた ．

　また
， 近い 将来の 構想 と し て ，

こ れ ら の 各種情報に つ

い て オ ン ラ イ ン 処 理 を検討す る必要もあ る．
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